
ピースワンが取り組む「SDGs」 

メンバーが個人で取り組む SDGs 宣言！ 

■本社 

村上剛：十数年、毎月続けているユニセフへの募金を、今後も継続します。

差別的な発言をする人を見かけた際は声を掛けます。 

寺島嘉孝：買い物時はマイバックを利用します。また極力、車ではなく 

電車・バスや自転車を利用し排出ガスの低減に努めます。 

原田知彦：常時、マイバックと折り畳み傘を持参します。 

荻原慶三：電子契約や電子申込の活用推進により紙資源を削減します。 

原田義隆：節電し節水に日々努めます。 

森垣道生：マイバックの携行、自転車や公共交通機関の利用、ペーパーレス

化に努めます。 

武蔵野晶：デジタル化を進めて帳票を減らすことで紙の使用量を削減しま

す。 

寺島孝弘：エコバッグを持ち歩くようにします。 

池田恭之：節電や節水、フードロス削減、ごみの分別、エコバッグの利用 

など身近な行動から見直し貢献します。 

佐々木：食材を使い切って食品ロスを減らします。その人らしさを尊重 

します。 

藪田：電気・ガス・水道の使用は極力必要なだけにして、無駄な買い物は 

控え、ゴミの削減を意識して生活します。 

石原：公共交通機関を利用します。 

栁生：SDG3:大規模災害発生時、信頼できる団体を通じて速やかに寄付を 

行います。 

SDG5:ジェンダーバイアスを持たない言動を心がけます。所属する 

コミュニティーでそれに気づいたときには役割の見直しなどを提案します。 

小川：必要な食材だけ購入するようにし、食品ロスをなくします。 

若井：毎月の募金を継続します。 

日向：エコバックを活用します。ペーパーレス化に努めます。 

辻：冷蔵庫ははやめに閉めるようにしています。マイバックを持ち歩いて 

います。 

小隈：食品のロスを減らします。 

溝端：マイバックを利用するなど、プラスチックの使用を減らします。 



原田：リユース・リサイクルを意識して生活します。 

足立：マイバック・マイボトルを持参します。必要以上に買わないように 

します。 

佐藤壽一：電気自動車に乗っています。 

西川正広：食べ物を残さないようにします。 

吉野豊三：ゴミの再分離化に努めます。 

粟生惠二：自宅での食品ロスをなくします。 

小泉：買いすぎや食べ残しをせず、フードロスをなくします。 

稲田：中学でのボランティア活動を通して、次世代の子どもたちに

『SDGs』や『お金の大切さ』を発信していきます。 

荻野茂：大気汚染、環境の為に出来るだけ自動車を使用せずに自転車で行動

します。エネルギー対策として、電気の使用を節約します。ペーパーレス化

に努めます。買い物には必ずマイバックを持参します。 

福田孝一：普段から紙等、資源保護を心掛けています。 

 

■岸和田支社 

和田佳文：アマモ再生グリーンギフトプロジェクトへ参加しています。 

また、日常業務ではペーパーレスを意識して取り組んでいます。 

西川卓志：エアコンは温度設定を見直し、サーキュレーターと併用します。 

使わない物は早めにフリマアプリやリサイクルショップに出すようにしてゴミ

の削減に努めます。 

中山達也：海の近くに住んでいるため、犬の散歩中に海辺のごみ拾いを行い、

地域の環境保全に努めています。 

留河貴好：ラベルレスのペットボトルを積極的に購入し、自治体の清掃活動に

も参加するなど、日常生活の身近なところから環境に配慮した行動を実践して

いきます。 

八木：ごみの分別・リサイクルやエコバックの使用など、小さなことですが 

自分が出来ることを行っています。 

三浦：使っていない電気はこまめに消すなど、無駄な電力の消費を抑えるよう

努めています 

唄：必要以上の購入を控え、身の回りのものを大切に長く使用することを日頃

より意識しています。 

松永：食材を無駄なく活用し、食品廃棄ゼロを心がけています。 

植田：マイボトル・エコバックの利用など、使い捨てになる物の利用を減らす 

ことでごみの削減に努めています。 



笠谷：節水・節電機器の活用やエコバッグの利用など、身近なところから環境

に配慮した取り組みを行っています。 

鞍野：エコバック、マイボトルを持参します。不要な物を買わないようにして

ごみの削減、食品ロスの削減に努めます。 

大越章男：石油由来の使い捨て容器等の排出を抑えたり、大量生産・大量消費

のものではなく高品質の長く使えるものを選んで購入するように心がけていま

す。 

大植範久：ペットボトルをキャップ、ラベルとペットボトルに分別したり、 

使用済みの電池はまとめて市町村の回収箱に持って行ったりしてリサイクルの

協力を心掛けております。 

阪口誠：エコバックの利用を心がけています。 

 

■和歌山支社 

川﨑慎介：食品を買う際は、なるべく消費期限の近い物から購入します。 

前田伊織：食品ロス削減に向けて、食べる分のみを購入します。 

また、まとめて調理し冷凍をするなど、食品を使い切る努力をします。 

 

 

 


